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1 近江幸治『民法誘発V 契約法〔第3版〕』144頁。  
2 大判大正13年6月23日民集3巻339頁。  
3 我寮費『債権各論中巻一（民法講儀v2）』（岩波琶店、1957年）2j娼頁。  






















4 例えば、専用庭での園芸を目的とするマンションの売買で隣葦地の建物建築   
による日照の阻書が蝦庇にあたるとした事例（大阪地判昭和61年12月12日判タ   
668号178頁）。他方、リゾートマンションの売買で別の建物の建築による眺望   
の阻害が堪庇にあたらないとした事例（東京地判平成2年6月26日判夕743号190   
頁）がある。  
5 近隣に暴力団事務所があることを暇庇とした事例（東京地判平成7年5月31日   
判時1556号107頁）、暴力団が居住する中古マンションに暇庇を肯定した事例  
（東京地判平成9年7月7日判時1605号71頁）、隣家に暴力団関係者が居住し脅   
迫的な言辞による設計変更を余儀なくされたことが戦痕にあたるとされた事例  
（東京高判平成20年5月29日判時2033号15頁）などがある。  






















≪事実》   
Ⅹは、昭和32年8月22日、Y会社（不動産会社ではない）から同  
6 関連する詳しい先行文献として、栗田哲男「不動産取引と心理的暇痕」判夕  
743号26頁、後藤秦一「不動産の売買と心理的暇痕について」信州大学法学論  
集第3号25頁、同「殺人事件と民法570粂の隠れた暇庇」同論集第14号卵頁があ   
る。大いに参考にさせていただいた。  



























































































7 栗田・前掲28頁、後藤・前掲論集第3号30頁。  































－141－   
札幌法学23巻1号（2011）  
したことから要素の錯誤もあわせて主張している。  























































8 後藤・前掲論集第3号38頁。  


























































































































































9 後藤・前掲論集第3号32頁。  



























































担保による解除原因があるというべきである。」   
裁判所は、以上を判示し、所有権移転登記手続きを受けるのと引  
き換えに、売買代金1400万円の返還と遅延損害金の請求を認めた。  





































































































のが相当である。」   
したがって、Ⅹは、解除権を行使せず、本件売買契約を有効なも  
のとして損害賠償請求権を行使したのであるから、損害賠償の範囲  

















































10 後藤・前掲論典第3号36頁。  





































《判旨》控訴棄却   













































































































































































れる分岐点はどこにあるのか。   
自殺や殺人事件などの嫌悪すべき歴史的事情は、物理的欠陥とは  
11この点、潮見任男『契約各論I」（2002年、信山社）218頁は、「F環境塀   
庇』の有無を判断するにあたっては、一方で、事柄の性質上、心理的要素・人   
格的利益の側面が一定のウェイトを占めることから、こうした心理的要素・人   
格的利益の側面が売買契約における対価決定のプロセスにおいて考慮されてい   
るかどうか一単なる感情利益にとどまるものではないのか－という点を吟味す   
る必要がある。」としている。  






























て蝦庇を否定していると許することができる。   
肯定判例の要素を検討すると、【3】l4】【5】判例は、建物の  























































































































12 この混乱は、暇庇概念の解釈から来るものであろう。詳しくは後述するが、   
570粂の暇痕を主観的欠陥まで拡大解釈する考えに立てば、鞍庇を比較的容易に   
認める一方で、解除の肯否の判断においては、客観的合理性の基準を用いて要   
件を絞り、厳しく判断している。他方、客観的合理性の判断を、環庇の有無の   
判断において用いる判例は、蝦痕自体を客観的欠陥として厳格に解釈している   
のであり、堪庇を客観的欠陥に限るとすれば、解除も、そのまま認められるこ   
とになるであろう。  
























































4 学説の検討   
学説には、自殺・殺人事件のように嫌悪すべき事情が570条の環庇  
13 東京地判平成20年4月28日判タ1275号329頁、大阪地判平成21年11月26日判タ  
1：舛8号166頁。  


























14 野口恵三「自殺者が出たことは当該建物売買契約を解除しうる『隠レタル頼   
庇』に当たるか」NBL459号64頁。  
15 栗田・前掲32頁。  
16 潮見・前掲書219頁。  
17 岡松参太郎F註釈民法理由下巻債権削（有斐閣書房、1889年）136頁。  
18 我妻・前掲番288頁。  













19 榎本光宏（最高裁判所調査官）「売買契約の目的物である土地の土壌に、上   
記売買契約締結後に法令に基づく規制の対象となったふっ素が基準値を超えて   
含まれていたことが、民法570粂にいう暇痕に当たらないとされた事例」ジュリ   
スト1416号85頁の暇庇概念を補足した。  
20 田中宏治「売買契約目的物である土地の土壌にふっ素が含まれている場合の   
暇庇担保安任」ジュリスト1420号（平成22年皮重判）96頁。悶高寛菓「判例評   
釈」登記情報586粂51頁は、両者の区別について、前者においても、客観的にあ   
るべき品質・性能については取引慣行や信義則を基準として判断せざるを得な   
いし、後者においても、契約解釈で判断するといっても品質・性能を不完全・   
不明瞭にしか定めていない場合には、客観的に通常備えるべき品質・性能を合   
意したと考えるしかないのであるから、両者に大差はないとする。  
21柚木馨・高木多喜男編「新版注釈民法（14）』（有斐臥1993年）355頁〔柚   
木・高木〕。  
22 内田貸r民法Ⅲ 債権各論〔第2版〕J（東大出版会、2007年）132頁では、   
畷庇とは目的物に何らかの欠陥があることであり、欠陥の判断は目的物が通常   
備えるべき品質・性能が基準となるほか、契約の趣旨によっても決まり、契約   
当事者がどのような品質・性能を予定しているかが重要な基準を提供すること   
になるから主観説が妥当であるとしているだけで、詳しい理論的理由は記述さ   
れていない。  
23 近江幸治『民法講義V 契約法〔第3版〕j（成文堂、2006年）144頁も、暇   
庇とは、通常または契約上予定された用途に適さないような物の物質的な欠陥   
であり、目的物の品質・横能は、その用途ないし契約目的と切り離して考える   
ことはできないから、暇痕は主観的基準から判断すべきであるとしているのみ   
である。  




























24 三宅正男 r契約法（各論）上巻」（育林昏院新社、1983年）312頁。  
25 三宅・前掲書327頁。  
26 高森八四郎「売主の畷庇担保安任の本質」甲南法務研究第2号10頁。  


















27 梅謙次郎r初版民法要義巻之三債権編（復刻版）j（倍山杜出版、1992年）   
517頁。内田・前掲昏122頁も、梅博士の見解を引用し、「売主は、目的物であ   
る財産権（所有権等）を十全な状態で買主に移転することを、いわば保証（担   
保）していると見ることができる。」とし、「この目的物の十全さを担保する   
売主の安住という意味で、担保安任という表現が使われているのである。」と   
している。  
28 大判昭和8・1・14（民集12巻71頁、籾摺土日事件）は、欠陥があって目的   
物が減額される場合のほか、通常の用途に適合しない場合だけでなく、契約上   
特定した用途に適さない場合，さらに特にある性能を保証した場合にも暇庇担   
保者任を負うとし、暇庇の概念を意図的に拡大解釈したものである。これは、   
BGB旧459粂に全面的に依拠したものだと考えられ、吉政知広「最判平成22年6   
月1日・判批」民商第143巻第4・5号482頁の注（5）も同様の指摘をされている。   
ただし、事案としては、売主が種類物を宣伝広告で性能を表示し、かつ性能に   
関する説明・言明がある場合で、むしろ事実上性能を保証していた場合と解す   
ぺきである。また、原告も債務不履行による解除に基づく保証金返還を求めて   
いたのであり、品質保証合意違反として評価すべき事案である。大判昭和8年が   
主観説として先例拘束性を有するかについては十分検討すべきである。  


























29 三宅・前掲昏323頁、324頁。  
30 大判大正10年12月15日民集27輯2160頁「アルゲマイネ社中古電動機事件」、   
駁判昭和33年6月14日民集12巻9号1492頁「特選金菊印苺ジャム事件」。  
31詳しくは、高森八四郎・野口大作「空クレジット契約・空リース契約における   
連帯保証人の錯誤」関西大学法学論集第53巻第4・5合併号205頁以下。  


























































































32 栗田・前掲30頁、後藤・前掲論集第3号46頁以下。  
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